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令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

１
月
２
２
日
（
土
）
、
１
年
生

の
各
ク
ラ
ス
代
表
グ
ル
ー
プ
計

１
６
名
が
、
「
全
国
高
校
生
マ

イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ワ
ー
ド
」

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
出
場

し
ま
し
た
。
１
年
生
は
Ｙ
Ｓ
Ｐ

１
（
山
鹿
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
で
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
グ
ル
ー
プ
研
究
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
探
究
活
動
や
自
分
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
た
全
国
の

高
校
生
が
一
同
に
会
し
、
活
動

の
発
表
・
参
加
者
と
の
対
話
を

通
じ
て
次
の
一
歩
を
考
え
る

「
学
び
の
祭
典
」
で
す
。 

 

登
校
で
き
る
生
徒
は
９
時
に

同
窓
会
会
館
に
集
合
、
登
校
で

き
な
い
生
徒
は
自
宅
か
ら
、
各

自
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で

ZO
O

M

に
接
続
し
、
参
加
し
ま

し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
発
表
し
、

大
学
生
や
専
門
家
か
ら
の
助
言

を
聞
い
た
り
、
ま
た
全
国
の
高

校
生
と
討
論
を
行
う
な
ど
、
学

校
や
世
代
を
超
え
た
交
流
を
行

う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

３
組 

財
津
さ
ん
（
泗
水
中
出
身
） 

古
江
さ
ん
（
山
鹿
中
出
身
） 

黒
木
く
ん
（
山
鹿
中
出
身
） 

田
中
く
ん
（
鹿
本
中
出
身
） 
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２
組 

城
さ
ん
（
米
野
岳
中
出
身
） 

丸
山
く
ん
（
菊
池
南
中
出
身
） 

笹
本
く
ん
（
菊
池
南
中
出
身
） 

冨
岡
く
ん
（
菊
池
南
中
出
身
） 

４
組 

原
口
く
ん
（
山
鹿
中
出
身
） 

牛
島
さ
ん
（
山
鹿
中
出
身
） 

宮
永
さ
ん
（
山
鹿
中
出
身
） 

髙
木
さ
ん
（
植
木
北
中
出
身
） 

５
組 

志
柿
さ
ん
（
山
鹿
中
出
身
） 

花
籠
さ
ん
（
米
野
岳
中
出
身
） 

坂
本
く
ん
（
菊
池
南
中
出
身
） 

全
国
高
校
生
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ワ
ー
ド
出
場 

２組「ようこそ！自然・歴史・文化のま

ちへ～ＩＴを活用した観光づくり～」 
３組「新たな食の魅力！～鶏肉で山鹿を

活性化～」 

４組「山鹿市の家庭の食品ロスを少な

くするための商品開発」 

５組「お米プロジェクト～地元のお米を

使った商品開発を目指して～」 

冨
田
先
生
、
今
回
の
生
徒
た
ち
の

発
表
は
ど
う
で
し
た
か
？ 

 

１
０
月
の
中
間
発
表
と
比

べ
る
と
、
大
き
く
成
長
し
て

い
ま
し
た
ね
。
機
会
を
追
う

毎
に
、
自
分
た
ち
の
発
表
を

見
つ
め
直
し
、
再
構
築
し
て

い
ま
し
た
。
資
料
を
見
直
し

た
り
、
レ
ポ
ー
ト
の
論
理
性

を
見
直
す
と
同
時
に
教
師
に

質
問
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
る
な
ど
、
積
極
性
も
で
て

先
生
に
聞
い
て
み
ま
し
た 

冨
田 

枝
里
（
と
み
た
え
り
）
教
諭 

国
語
科 

研
究
開
発
部 

Ｙ
Ｓ
Ｐ
１
（
山
鹿
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
１
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー 

Ｓ
Ｓ
国
語
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー 

本

校
８
年
目 

 

き
ま
し
た
。 

そ
の
成
果
は
で
て
い
ま
し
た

か
？ 

 

確
実
に
出
て
い
ま
し
た
。

単
な
る
調
べ
学
習
に
終
わ
ら

ず
、
論
理
的
な
研
究
に
な
っ

て
い
ま
し
た
ね
。 

こ
の
大
会
は
ど
う
で
し
た
か
？ 

 

意
欲
あ
る
大
学
生
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
や
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
て
い
て
、
高
校

生
の
発
表
を
褒
め
つ
つ
も
、

し
っ
か
り
助
言
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
生
徒
も
彼
ら
を
大

学
生
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。 


